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４　外張り断熱工法

＜ニチハ施工基準＞

はじめに  ４－　１

  ４－　２

  ４－　３

  ４－　４

  ４－　５

  ４－　６

ニチハ施工基準の概要

標準施工手順

適用条件

下地基準

縦胴縁仕様　各部の規定

  ４－　７

  ４－　８

  ４－　９

横胴縁仕様　各部の規定

１６㎜厚品金具施工(横張り)

１４㎜厚品釘打ち施工(横張り)

  ４－１０

  ４－１１

１６㎜厚品金具施工(縦張り)

１４㎜厚品釘打ち施工(縦張り)



182

外
張
り

断
熱
工
法

納
ま
り
詳
細
図

木
造

納
ま
り
詳
細
図

鉄
骨
造

ア
ウ
テ
ィ

軒
天

参
考
資
料

モ
エ
ン

標
準
施
工
法

　４－１　はじめに

４　外張り断熱工法

留付ビス

留付ビス
補助桟

防水紙

断熱材

モエン

間柱間隔

ビス留付間隔（断熱材部）

ビス留付間隔（補助桟部）

横胴縁

横胴縁

ビス留付間隔（補助桟）

防水紙

縦胴縁

断熱材

留付ビス

ビ
ス

留
付

間
隔モエン

補助桟

縦胴縁

留付ビス

ビ
ス

留
付

間
隔

縦胴縁仕様　例

横胴縁仕様　例

躯

体

※モエンの施工については、「モエン標準施工法」のページもあわせてご参照ください。

モエンの安全性と品質を確保するために、外張り断熱工法のニチハ施工基準を設定しております。

外張り断熱工法の外壁部分を安全に施工していただくための基準です。

対象は補助桟（横桟）、防水紙、胴縁、モエンの施工に関する外壁部分についてのみとし、屋根、基礎などの

部分の断熱方法、取り合いについては除外させていただきます。

　４－２　ニチハ施工基準の概要

１）本工法の主なポイント

　①断熱材（発泡系）の厚みは５０㎜以下までとします。

　②補助桟・横桟（横架材）を入れます。

　③胴縁・補助桟の留め付けは指定のビスを使用します。

　　 モエンの自重による垂れ下がりを防止するため、断熱材の厚み制限を５０㎜以下とし、補助桟（横桟）で

     支え、胴縁は断熱材の厚みごとに指定のビスで留め付け、長さ・間隔・留付方法も条件により規定します。

※縦胴縁仕様・横胴縁仕様、各々の規定を設けています。

モエン

※「断熱材の厚みが５０㎜超え１００㎜以下の場合の施工基準」のマニュアルを別途ご用意しております。

　 詳しくは、ホームページ、弊社営業所またはお客さま相談室までお問い合わせください。

断熱材

補助桟 留付ビス
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　４－１　はじめに

４　外張り断熱工法

留付ビス

留付ビス
補助桟

防水紙

断熱材

モエン

間柱間隔

ビス留付間隔（断熱材部）

ビス留付間隔（補助桟部）

横胴縁

横胴縁

ビス留付間隔（補助桟）

防水紙

縦胴縁

断熱材

留付ビス

ビ
ス

留
付

間
隔モエン

補助桟

縦胴縁

留付ビス

ビ
ス

留
付

間
隔

縦胴縁仕様　例

横胴縁仕様　例

躯

体

※モエンの施工については、「モエン標準施工法」のページもあわせてご参照ください。

モエンの安全性と品質を確保するために、外張り断熱工法のニチハ施工基準を設定しております。

外張り断熱工法の外壁部分を安全に施工していただくための基準です。

対象は補助桟（横桟）、防水紙、胴縁、モエンの施工に関する外壁部分についてのみとし、屋根、基礎などの

部分の断熱方法、取り合いについては除外させていただきます。

　４－２　ニチハ施工基準の概要

１）本工法の主なポイント

　①断熱材（発泡系）の厚みは５０㎜以下までとします。

　②補助桟・横桟（横架材）を入れます。

　③胴縁・補助桟の留め付けは指定のビスを使用します。

　　 モエンの自重による垂れ下がりを防止するため、断熱材の厚み制限を５０㎜以下とし、補助桟（横桟）で

     支え、胴縁は断熱材の厚みごとに指定のビスで留め付け、長さ・間隔・留付方法も条件により規定します。

※縦胴縁仕様・横胴縁仕様、各々の規定を設けています。

モエン

※「断熱材の厚みが５０㎜超え１００㎜以下の場合の施工基準」のマニュアルを別途ご用意しております。

　 詳しくは、ホームページ、弊社営業所またはお客さま相談室までお問い合わせください。

断熱材

補助桟 留付ビス

　４－３　標準施工手順

４　外張り断熱工法

縦胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工）

※モエン重量の確認

木造躯体（柱・間柱・下地面材など）などのチェック

補助桟（横桟）の取り付け　サッシ留付用下地枠取り付け

サッシの取り付け　断熱材の張り付け

土台水切の取り付け

防水テープ・防水紙張り

木胴縁の取り付け

付属部材・出隅柱・本体などの取り付け

シーリング工事

横胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工）

※モエン重量の確認

墨出し 墨出し

外壁塗装（無塗装品の場合）

補修・点検　片付け・清掃

墨出し 墨出し

墨出し 墨出し

図面と製品の確認・照合　張り方と割り付けの確認
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　４－４　適用条件

４　外張り断熱工法

２）防火上の条件

　 防火構造・準耐火構造などで使用可能な断熱材・防耐火認定は、各断熱材メーカーにお問い合わせの上、

　 ご使用ください。（NPO法人住宅外装テクニカルセンター取得の防耐火認定は適用外です。）

●建築地域により性能上、厚み５０㎜超えの断熱材を必要とする場合は、充填断熱材を併用する、または、

地　　 域 全国対応

用　　 途 住宅・店舗・共同住宅

建築高さ ３階建てまで※

工　　 法 木造軸組工法・木造枠組壁工法　（鉄骨造は不可）

縦胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工） 横胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工）

１）施工上の条件

３）使用可能なモエン
　

●モエン重量の確認をしてください。

※使用するモエンの重量によって胴縁のビス

　 留め間隔が異なります。

・モエンサイディング-Ｍ（１４㎜）

・モエンサイディングＷ（１４㎜）

・モエンサイディングＳ（１８㎜）

・モエンエクセラード（１６・１８・２１㎜）　　

・ＣＯＯＬ（１６・１８㎜）　　

●モエン重量の確認をしてください。

※使用するモエンの施工法・施工部位によって

　 胴縁のビス留め方法および間隔が異なります。

・モエンサイディング-Ｍ（１４㎜）

・モエンサイディングＷ（１４㎜）

・モエンエクセラード（１６㎜）

 上記の縦張り品　　

 （四方合いじゃくり品は不可）

建築高さ

地上３階建てまで

構　造 木造軸組および木造枠組壁の構造体については、

　木造軸組躯体

　木造軸組躯体　＋　合板など下地面材

　木造枠組壁躯体　＋　合板など下地面材

　 　　 「断熱材の厚みが５０㎜超え１００㎜以下の場合の施工基準」のマニュアルを別途ご用意しております。

　 　　 詳しくはホームページ、弊社営業所またはお客さま相談室までお問い合わせください。
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　４－４　適用条件

４　外張り断熱工法

２）防火上の条件

　 防火構造・準耐火構造などで使用可能な断熱材・防耐火認定は、各断熱材メーカーにお問い合わせの上、

　 ご使用ください。（NPO法人住宅外装テクニカルセンター取得の防耐火認定は適用外です。）

●建築地域により性能上、厚み５０㎜超えの断熱材を必要とする場合は、充填断熱材を併用する、または、

地　　 域 全国対応

用　　 途 住宅・店舗・共同住宅

建築高さ ３階建てまで※

工　　 法 木造軸組工法・木造枠組壁工法　（鉄骨造は不可）

縦胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工） 横胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工）

１）施工上の条件

３）使用可能なモエン
　

●モエン重量の確認をしてください。

※使用するモエンの重量によって胴縁のビス

　 留め間隔が異なります。

・モエンサイディング-Ｍ（１４㎜）

・モエンサイディングＷ（１４㎜）

・モエンサイディングＳ（１８㎜）

・モエンエクセラード（１６・１８・２１㎜）　　

・ＣＯＯＬ（１６・１８㎜）　　

●モエン重量の確認をしてください。

※使用するモエンの施工法・施工部位によって

　 胴縁のビス留め方法および間隔が異なります。

・モエンサイディング-Ｍ（１４㎜）

・モエンサイディングＷ（１４㎜）

・モエンエクセラード（１６㎜）

 上記の縦張り品　　

 （四方合いじゃくり品は不可）

建築高さ

地上３階建てまで

構　造 木造軸組および木造枠組壁の構造体については、

　木造軸組躯体

　木造軸組躯体　＋　合板など下地面材

　木造枠組壁躯体　＋　合板など下地面材

　 　　 「断熱材の厚みが５０㎜超え１００㎜以下の場合の施工基準」のマニュアルを別途ご用意しております。

　 　　 詳しくはホームページ、弊社営業所またはお客さま相談室までお問い合わせください。

　４－５　下地基準

　 モエン外張り断熱工法（発泡系断熱材）は、原則下表の施工法とします。

　 なお、下表の他、防水紙張り・胴縁下地組みなど、後記の条件およびモエンの標準施工を満たす場合とします。

４　外張り断熱工法

※留付金具、ビス、釘の留め付けなどで本施工基準に記載していない事項は、「モエン標準施工法」をご参照ください。

凡例 本施工基準において

該当する施工仕様
外張り断熱工法
不可

標準施工法上
不可×○

２１・１８㎜

モエンＳ
モエン
Ｍ・ＷCOOL

１８㎜ １４㎜

455×1820 455×3030 455×3030
910×3030
1000×3030

縦胴縁

横胴縁

９１０
（３尺）

１０００
（ﾒｰﾀｰ）

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

横胴縁

横胴縁

横胴縁

部分

受け材

胴縁なし

胴縁なし

胴縁なし

Ｃ形鋼

縦胴縁

Ｃ形鋼

横胴縁

縦木胴縁
厚み33㎜

以上
横木胴縁
厚み33㎜

以上

５００

６０６

４５５

５００

４５５
下地間隔

４５５
下地間隔

４５５

５００

４５５

５００

５００

５００

５００
下地間隔

５００

５００

５００

５００

６０６

６０６

５００

５００

横張り

縦張り

横張り

縦張り

横張り

縦張り

縦張り

横張り

横張り

縦張り

横張り

横張り

横張り

縦張り

縦張り

横張り

縦張り

横張り

縦張り

金具

（横使い）

金具

（縦使い）

通気金具

縦張り

通気金具

釘打ち

釘打ち

釘打ち

金具
（ﾒｰﾀｰﾓ

ｼﾞｭｰﾙ金具）

金具

（横使い）

金具

（縦使い）

通気金具

金具

（横使い）

釘打ち

釘打ち

釘打ち

通気金具

縦張り

通気金具

釘打ち

釘打ち

455×3030

モエンエクセラード

１６㎜

455×1820

× × ×

×

× ×

×

× × ×

×

×

× ×

×

×

×

○ ○ ○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○
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　４－６　縦胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

　※モエン横張り（縦胴縁仕様）やモエン縦張り（横胴縁仕様）では、断熱材が５０㎜超え１００㎜以下の場合

　　 の施工基準も別途ご用意しております。詳しくは、ホームページ、弊社営業所またはお客さま相談室まで

　　 お問い合わせください。

１）断熱材

断熱材厚み

断熱材種類

　　　５０㎜以下（※）

　　　発泡系断熱材

　　※桁側・妻側の壁の設置箇所はそれぞれ下図の位置を標準とし､妻壁上部においては妻高２０００㎜以下

　　　 の場合は､下右図の補助桟および胴縁納めとします。妻高が２０００㎜を超える場合は､屋根ケラバに

　　　 沿って補助桟を追加してください。（「Ｐ１８８　３）胴縁④胴縁長さ」の項目をご参照ください。）

厚さ（A

補助桟

補助桟

補助桟

縦胴縁

補助桟

補助桟

補助桟

縦胴縁

桁側の壁 妻側の壁

断熱材の厚み

幅　（B）

断熱材の厚みの１．５倍以上 かつ ４５㎜以上

※胴差部など上下の胴縁を継ぐ箇所は、上記寸法をダブルとするか、

７５㎜以上（３階建ての場合は９０㎜以上）

（例） 断熱材厚２５㎜の場合 Ａ：２５㎜　Ｂ：４５㎜以上 断熱材厚５０㎜の場合 Ａ：５０㎜　Ｂ：７５㎜以上

　③寸法
　　

　④留付ビス

　　 胴縁留付ビスと同じビスを使用してください。（留付間隔は胴縁間隔以下）

　　 ※ビスについては、「Ｐ１８７　３）胴縁」の項目をご参照ください。

　　

　　

断熱材

断熱材

断熱材

１階建ての場合 ２階建ての場合

１階

１階

２階

　 ２）補助桟
　 　

①補助桟の材質

　 　　 スギ・ベイツガなど胴縁と同等の材を使用してください。

　 　②設置箇所

断熱材

断熱材

３階建ての場合

１階

２階

断熱材

３階
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　４－６　縦胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

　※モエン横張り（縦胴縁仕様）やモエン縦張り（横胴縁仕様）では、断熱材が５０㎜超え１００㎜以下の場合

　　 の施工基準も別途ご用意しております。詳しくは、ホームページ、弊社営業所またはお客さま相談室まで

　　 お問い合わせください。

１）断熱材

断熱材厚み

断熱材種類

　　　５０㎜以下（※）

　　　発泡系断熱材

　　※桁側・妻側の壁の設置箇所はそれぞれ下図の位置を標準とし､妻壁上部においては妻高２０００㎜以下

　　　 の場合は､下右図の補助桟および胴縁納めとします。妻高が２０００㎜を超える場合は､屋根ケラバに

　　　 沿って補助桟を追加してください。（「Ｐ１８８　３）胴縁④胴縁長さ」の項目をご参照ください。）

厚さ（A

補助桟

補助桟

補助桟

縦胴縁

補助桟

補助桟

補助桟

縦胴縁

桁側の壁 妻側の壁

断熱材の厚み

幅　（B）

断熱材の厚みの１．５倍以上 かつ ４５㎜以上

※胴差部など上下の胴縁を継ぐ箇所は、上記寸法をダブルとするか、

７５㎜以上（３階建ての場合は９０㎜以上）

（例） 断熱材厚２５㎜の場合 Ａ：２５㎜　Ｂ：４５㎜以上 断熱材厚５０㎜の場合 Ａ：５０㎜　Ｂ：７５㎜以上

　③寸法
　　

　④留付ビス

　　 胴縁留付ビスと同じビスを使用してください。（留付間隔は胴縁間隔以下）

　　 ※ビスについては、「Ｐ１８７　３）胴縁」の項目をご参照ください。

　　

　　

断熱材

断熱材

断熱材

１階建ての場合 ２階建ての場合

１階

１階

２階

　 ２）補助桟
　 　

①補助桟の材質

　 　　 スギ・ベイツガなど胴縁と同等の材を使用してください。

　 　②設置箇所

断熱材

断熱材

３階建ての場合

１階

２階

断熱材

３階

　４－６　縦胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

　 ３）胴縁

　 　①材質・寸法

　 　　 木胴縁の厚み、樹種は次の例を参考にしてください。

　 　　 スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜以上の乾燥材を使用してください。

　 　　 これら以外の胴縁下地組みについては、最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。

　 　　 ※出隅部などに関して、胴縁幅が９０㎜では納まらない場合は、幅を大きくするなどして躯体に確実に

　 　　 　 留め付け、またモエンが確実に留め付けられるようご注意ください。

　 　②留付ビス

　 　　 シネジック株式会社製　　『パネリードⅡ　（プラス）』

　 　　 ●断熱材の厚みにより下記表の指定ビスを使用してください。

　 　③留付ビス間隔

　 　　 ●モエンの張り方向・重量（気乾）により、下記表の間隔で留め付けます。
　　

モエン

縦胴縁 断熱材

※上記ビス長さは胴縁厚が１８㎜の場合です。胴縁厚がこれを超える場合は、その分長いビスを使用してください。

補助桟

ビ
ス

留
付

間
隔

留付ビス

お問い合わせ先 シネジック株式会社　TEL ０２２（３５１）７３３０　　　　
　

＋

パネリードⅡ （プラス）

胴縁の上下端は、補助桟へ必ず留め付けてください。　

モ　エ　ン

横張り

４５５㎜以下

４５５㎜以下

２２kg/㎡以下

３×１０板のみ

注　　意

縦張り

張り方向
ビス留付間隔 該当サイディング

重量（気乾）

２６kg/㎡超え２８kg/㎡以下 ２５０㎜以下

φ６㎜×１００㎜　（Ｐ６×１００Ⅱ ）

φ６㎜×１１０㎜　（Ｐ６×１１０Ⅱ ）

φ６㎜×１２０㎜　（Ｐ６×１２０Ⅱ ）

断熱材の厚み

３０㎜以下

４０㎜以下

５０㎜以下

※ＥＸ２１㎜厚品のうち、重量が２１kg/枚の製品は３０３㎜以下で施工可能です。
※サイディングの重量は最新のカタログをご確認の上、ビスの留め付け間隔を決定してください。

２２kg/㎡超え２６kg/㎡以下 ３０３㎜以下

Ｍ・Ｗ（３×１０板）

ＥＸ（２１㎜厚品）※

Ｍ・Ｗ・Ｓ・ＣＯＯＬ（１６㎜厚品）

ＥＸ（１６・１８㎜厚品）

ＣＯＯＬ（１８㎜厚品）
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　４－６　縦胴縁仕様　各部の規定

　 　④胴縁長さ

　 　　 １本の連続した縦胴縁の長さを、その胴縁が留め付けられている補助桟の本数により、下記の通り規定

　 　　 します。

　　 〈２階建ての場合〉

　 　　 ●補助桟１本に留め付ける場合は、胴縁長さを ２０００㎜以下としてださい。

　 　　 ●補助桟２本に留め付ける場合は、胴縁長さを ４０００㎜以下としてください。

　 　　 ※胴縁は途中で切断部分のない連続した１本のものとします。

切妻で屋根が高い場合

補助桟
縦胴縁

4
0
0
0
以

下
4
0
0
0
以

下

2000以下

2
0
0
0
以

下

4000以下

※2000を超える場合､けらばに沿って補助桟を追加してください。

（※）

補助桟
縦胴縁

3
5
0
0
以

下
3
5
0
0
以

下

2000以下

2
0
0
0
以

下

3
5
0
0
以

下

　　 〈３階建ての場合〉

　 　　 ●補助桟２本に留め付ける場合は、胴縁長さを ３５００㎜以下としてください。

　 　　 ※胴縁は途中で切断部分のない連続した１本のものとします。
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　４－６　縦胴縁仕様　各部の規定

　 　④胴縁長さ

　 　　 １本の連続した縦胴縁の長さを、その胴縁が留め付けられている補助桟の本数により、下記の通り規定

　 　　 します。

　　 〈２階建ての場合〉

　 　　 ●補助桟１本に留め付ける場合は、胴縁長さを ２０００㎜以下としてださい。

　 　　 ●補助桟２本に留め付ける場合は、胴縁長さを ４０００㎜以下としてください。

　 　　 ※胴縁は途中で切断部分のない連続した１本のものとします。

切妻で屋根が高い場合

補助桟
縦胴縁

4
0
0
0
以

下
4
0
0
0
以

下

2000以下

2
0
0
0
以

下

4000以下

※2000を超える場合､けらばに沿って補助桟を追加してください。

（※）

補助桟
縦胴縁

3
5
0
0
以

下
3
5
0
0
以

下

2000以下

2
0
0
0
以

下

3
5
0
0
以

下

　　 〈３階建ての場合〉

　 　　 ●補助桟２本に留め付ける場合は、胴縁長さを ３５００㎜以下としてください。

　 　　 ※胴縁は途中で切断部分のない連続した１本のものとします。

　４－６　縦胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

４）その他の注意点

　①防水紙は、断熱材の上に防水テープなどで施工します。

　　 （気密シート・気密テープなどは断熱材各社の仕様によります。）

　②開口部まわりは防水テープによる止水処理を必ず行ってください。

　③胴縁を留め付ける際は、柱・間柱の位置を確認し、留付ビスの外れには十分注意してください。

　　 胴縁の端あき距離は１０㎜以上確保し、胴縁が割れた場合は、打ち直してください。

　　 また、断熱材部の胴縁においては、留付ビスの締め付けすぎによる胴縁の沈み込みに注意してください。

　　 （胴縁面に不陸が生じます。）

下屋根

縦
胴

縁

縦
胴

縁

縦
胴

縁

横
胴

縁

横
胴

縁

外張り断熱工法

×
確実に留め付けてください。

断熱材 胴縁の不陸によって、

モエンに影響が出る

ことがあります。

×
不陸

縦胴縁

　⑤下屋根取り合いについては、縦胴縁を補助桟に耐力上効かせるように、下図のように納めます。

※外張り断熱工法の施工基準に掲載されていない事項については、モエン標準施工法に準拠してください。

留付ビスが外れると

十分な留付強度が

確保できません。

モエン

縦胴縁

75以上（※）モエン

縦胴縁

　 　④上下で胴縁を継ぐ（連続させる）場合は、原則として補助桟部分で継ぎます。

　 　　 またその場合は、規定寸法の補助桟をダブルで取り付けるか、幅７５㎜以上（３階建ての場合は９０㎜

　　　  以上）の補助桟とし、上下の胴縁の留付ビスが有効に留め付けられるようにします。

断熱材

留付ビス

留付ビス

補助桟

断熱材

補助桟ダブル
※３階建ての場合は

 　９０㎜以上の補助桟と

　 してください。
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　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

２）補助桟・横桟

　 　本施工基準では、胴縁を支えるための躯体に取り付ける桟を以下のように定義します。

　補　助　桟 ：モエンの鉛直荷重を負担する桟

　横桟(縦桟)：モエンの鉛直荷重を負担させない桟

　①補助桟・横桟の材質

　　 スギ・ベイツガなど胴縁と同等の材を使用してください。

１）断熱材について

断熱材厚み

断熱材種類

５０㎜以下

　　　発泡系断熱材

　　

　②設置箇所
　　

桁側・妻側・開口部への設置箇所はそれぞれ下記位置を標準とします。

設置箇所 金具施工 釘打ち施工

補助桟

補助桟（＋横桟）

横桟

開口上部：補助桟

その他：横桟(縦桟)

補助桟

土台部・下屋根部＜ 部＞

＜モエンの上下接合部＞

＜ 部＞

＜ ＞

　③寸法
　　

　④留付ビス

　　 胴縁留付ビスと同じ指定ビスを使用してください。（留付間隔は４５５（５００）㎜以下＝間柱間隔）

　　※ビスについては「P１９１　３）胴縁」の項目をご参照ください。

断熱材の厚み厚み（A）

幅　 （B）

金具施工 釘打ち施工

断熱材の厚みの１．５倍以上
かつ ４５㎜以上

※開口部については、後述「その他の注意点」もご参照ください。

　 また、サッシフィンがあるため適宜胴縁が留め付けられる幅としてください。

補助桟：９０㎜以上

横　 桟：４５㎜以上

部位

桁　　側 妻　　側

１F

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

補助桟

断熱材部 補助桟
断熱材部

開口部

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

土台部

上下接合部

軒　部

土台部

開口部

妻壁

２F

３F

補助桟

上下接合部

１F
補助桟

断熱材部

上下接合部

軒　部

２F

３F
補助桟

上下接合部
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　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

２）補助桟・横桟

　 　本施工基準では、胴縁を支えるための躯体に取り付ける桟を以下のように定義します。

　補　助　桟 ：モエンの鉛直荷重を負担する桟

　横桟(縦桟)：モエンの鉛直荷重を負担させない桟

　①補助桟・横桟の材質

　　 スギ・ベイツガなど胴縁と同等の材を使用してください。

１）断熱材について

断熱材厚み

断熱材種類

５０㎜以下

　　　発泡系断熱材

　　

　②設置箇所
　　

桁側・妻側・開口部への設置箇所はそれぞれ下記位置を標準とします。

設置箇所 金具施工 釘打ち施工

補助桟

補助桟（＋横桟）

横桟

開口上部：補助桟

その他：横桟(縦桟)

補助桟

土台部・下屋根部＜ 部＞

＜モエンの上下接合部＞

＜ 部＞

＜ ＞

　③寸法
　　

　④留付ビス

　　 胴縁留付ビスと同じ指定ビスを使用してください。（留付間隔は４５５（５００）㎜以下＝間柱間隔）

　　※ビスについては「P１９１　３）胴縁」の項目をご参照ください。

断熱材の厚み厚み（A）

幅　 （B）

金具施工 釘打ち施工

断熱材の厚みの１．５倍以上
かつ ４５㎜以上

※開口部については、後述「その他の注意点」もご参照ください。

　 また、サッシフィンがあるため適宜胴縁が留め付けられる幅としてください。

補助桟：９０㎜以上

横　 桟：４５㎜以上

部位

桁　　側 妻　　側

１F

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

補助桟

断熱材部 補助桟
断熱材部

開口部

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

土台部

上下接合部

軒　部

土台部

開口部

妻壁

２F

３F

補助桟

上下接合部

１F
補助桟

断熱材部

上下接合部

軒　部

２F

３F
補助桟

上下接合部

　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

３）胴縁

　①材質・寸法

　　 木胴縁の厚み、樹種は次の例を参考にしてください。

　　 スギ材を用いる場合には厚み１８㎜以上、ベイツガ材を用いる場合には厚み１５㎜以上の乾燥材を使用

　　 してください。これら以外の胴縁下地組みについては、最寄りの弊社営業所またはお客さま相談室まで

　　 お問い合わせください。

　　 ＜木胴縁の幅＞

　　 金具施工：補助桟部に留め付ける胴縁は９０㎜幅

　　 　　　　      断熱材部に留め付ける胴縁は４５㎜幅
　　

　　 ※標準施工上９０㎜以上が指定の箇所（開口まわり・出隅・入隅など）は、標準施工に従ってください。

　　 ※出隅部などに関して、胴縁幅が９０㎜では納まらない場合は、幅を大きくするなどして躯体に確実に

　　　 留め付け、モエンが確実に留め付けられるよう注意してください。

　②留付ビス

　　 シネジック株式会社製　　『パネリードⅡ　（プラス）』

　　 ●断熱材の厚みにより下表の指定ビスを使用してください。

　③ビス留付方法および留付間隔

　　 ●モエンの施工法・胴縁部位により、下表の間隔で留め付けます。(Ｐ１９１〜１９２の図参照)

 　　※モエンの重量（気乾）は２０.４kg／㎡以下とします。
　　

断熱材の厚み

３０㎜以下 φ６．０㎜×１００㎜　（Ｐ６×１００Ⅱ　）

４０㎜以下

５０㎜以下

※上記ビス長さは胴縁厚が１８㎜の場合です。胴縁厚がこれを超える場合は、その分長いビスを

　 使用してください。

お問い合わせ先 シネジック株式会社　TEL　０２２（３５１）７３３０
　　　

＋

パネリードⅡ　（プラス）＋

＋

＋

＋

φ６．０㎜×１１０㎜　（Ｐ６×１１０Ⅱ　）

φ６．０㎜×１２０㎜　（Ｐ６×１２０Ⅱ　）

（　　）内数値はメーターモジュールの場合

施工法 胴縁部位　および　下地躯体 ビス留付方法・間隔 該当サイディング

金具施工

補助桟部

横架材下地あり
（土台・梁などへ留め付け）

シングル留め
＠２２７．５（２５０）㎜以下

ＥＸ　縦張り品

横架材下地なし
（間柱へ留め付け）

ダブル留め
＠４５５（５００）㎜以下

横 桟 部
シングル留め

＠４５５（５００）㎜以下

断熱材部 （間柱へ留め付け）
シングル留め

＠４５５（５００）㎜以下

釘打ち施工
補助桟部

断熱材部
シングル留め

＠４５５（５００）㎜以下

Ｍ　Ｗ　ＥＸ　

縦張り品

（横架材または間柱へ留め付け）

（横架材または間柱へ留め付け）

ビス留付間隔

モエン

断熱材 留付ビス

横胴縁

例

　　 釘打ち施工：４５㎜幅
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　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

横架材あり（土台・胴差などへ留め付け）

躯体の状況

横架材なし（柱・間柱へ留め付け）

土台部・下屋根部　など

（モエン張り始めの下端部）

胴差部・妻壁部　など

（モエンの上下接合部）

軒部　など

（モエンの上端部）

部位

断熱材部

断熱材

モエン

留付ビス

＠
455(500)

(＠
間
柱
間
隔
)

横架材　または　柱・間柱

（　　）内数値はメーターモジュールの場合

横胴縁

シングル留め　＠227.5（250）㎜以下 ダブル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠227.5（250）㎜以下
（下側胴縁は軒部同様＠455（500）㎜以下で可）

ダブル留め　＠455（500）㎜以下
（下側胴縁は軒部同様シングル留めで可）

シングル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠455（500）㎜以下

＜金具施工＞

断熱材

横桟

横架材　または　柱・間柱

留付ビス＠
455(500)

(＠
間
柱
間
隔
)

横胴縁90サイズ
（45以上）

軒天

モエン

＠
227.5(250)

モエン

(＠
間
柱
間
隔
)

＠
455(500)

＠
455(500)

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

留付ビス

＠
455(500)

モエン

横胴縁90サイズ 断熱材断熱材

横桟
（45以上）

留付ビス

留付ビス

留付ビス

柱・間柱など

補助桟
（90以上）

補助桟
（90以上）

胴差などの横架材

＠
227.5(250)

モエン

(＠
間
柱
間
隔
)

＠
455(500)

モエン
横胴縁

横胴縁90サイズ
横胴縁90サイズ

断熱材断熱材

留付ビス留付ビス

横胴縁

90サイズ

土台・胴差などの横架材 柱・間柱など
補助桟

（90以上）
補助桟

（90以上）
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　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

横架材あり（土台・胴差などへ留め付け）

躯体の状況

横架材なし（柱・間柱へ留め付け）

土台部・下屋根部　など

（モエン張り始めの下端部）

胴差部・妻壁部　など

（モエンの上下接合部）

軒部　など

（モエンの上端部）

部位

断熱材部

断熱材

モエン

留付ビス

＠
455(500)

(＠
間
柱
間
隔
)

横架材　または　柱・間柱

（　　）内数値はメーターモジュールの場合

横胴縁

シングル留め　＠227.5（250）㎜以下 ダブル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠227.5（250）㎜以下
（下側胴縁は軒部同様＠455（500）㎜以下で可）

ダブル留め　＠455（500）㎜以下
（下側胴縁は軒部同様シングル留めで可）

シングル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠455（500）㎜以下

＜金具施工＞

断熱材

横桟

横架材　または　柱・間柱

留付ビス＠
455(500)

(＠
間
柱
間
隔
)

横胴縁90サイズ
（45以上）

軒天

モエン

＠
227.5(250)

モエン

(＠
間
柱
間
隔
)

＠
455(500)

＠
455(500)

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

留付ビス

＠
455(500)

モエン

横胴縁90サイズ 断熱材断熱材

横桟
（45以上）

留付ビス

留付ビス

留付ビス

柱・間柱など

補助桟
（90以上）

補助桟
（90以上）

胴差などの横架材

＠
227.5(250)

モエン

(＠
間
柱
間
隔
)

＠
455(500)

モエン
横胴縁

横胴縁90サイズ
横胴縁90サイズ

断熱材断熱材

留付ビス留付ビス

横胴縁

90サイズ

土台・胴差などの横架材 柱・間柱など
補助桟

（90以上）
補助桟

（90以上）

　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

（　　）内数値はメーターモジュールの場合＜釘打ち施工＞

※釘打ち施工では、躯体（横架材に留め付け・柱に留め付け）にかかわらず、同じ留付方法となります。

躯体の状況

土台部・下屋根部　など

胴差部・妻壁部　など

（モエンの上下接合部）

軒部　など

（モエンの上端部）

部位

断熱材部

シングル留め　＠455（500）㎜以下

※補助桟を1本とする場合は90㎜以上

　 としてください

シングル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠455（500）㎜以下

補助桟

留付ビス

留付ビス

（90以上）

9
0
以

上

補助桟

留付ビス

補助桟（断熱材厚×1.5倍以上）

(＠
間

柱
間

隔
)

留付ビス

断熱材

＠
455(500)

モエン

横胴縁

（断熱材厚×1.5倍以上）

断熱材

モエン

留付ビス＠
455(500)

(＠
間

柱
間

隔
)

横架材　または　柱・間柱

補助桟

断熱材

留付ビス

＠
455(500)

モエン

横胴縁

（断熱材厚×1.5倍以上）

胴差などの横架材　または　柱・間柱

横胴縁

断熱材

胴差などの横架材　または　柱・間柱

横胴縁

シングル留め　＠455（500）㎜以下

断熱材

補助桟

軒天

横架材　または　柱・間柱モエン

留付ビス

＠
455(500)

(＠
間

柱
間

隔
)

（断熱材厚×1.5倍以上）

横胴縁
90サイズ

（モエン張り始めの下端部）
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　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

　④金具施工の場合、モエンの上端部・下端部とも、必ず補助桟・横桟に留め付けられた横胴縁に金具留め

　　 してください。

胴縁の不陸によって、モエンに影響が

でることがあります。

×不陸

確実に留め付けてください。

補助桟および断熱材

横胴縁

×

横胴縁

留付ビスが外れると、十分な留付強度が

確保できません。

４）その他の注意点

　①防水紙は、断熱材の上に防水テープなどで施工します。

　　 （気密シート・気密テープなどは断熱材各社の仕様によります。）

　②開口部まわりは防水テープによる止水処理を必ず行ってください。

　③胴縁を留め付ける際は、柱・間柱の位置を確認し、留付ビスの外れには十分注意してください。

　　 胴縁の端あき距離は１０㎜以上確保し、胴縁が割れた場合は、打ち直してください。

　　 また、断熱材部の胴縁においては、留付ビスの締め付けすぎによる胴縁の沈み込みに注意してください。

　　 （胴縁面に不陸が生じます。）

× モエン下端部の金具留め

位置が不適切。

モエン上端部の金具留め

されている胴縁の下地（補

助桟・横桟）がない。

モエン上端部の金具留め

されている胴縁の下地（補

助桟・横桟）がない。

不適切な例

モエンの上下端部どちらか片方でも有効な留め付けがなされていない施工はしないでください。

× ×

注　　意
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　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

　④金具施工の場合、モエンの上端部・下端部とも、必ず補助桟・横桟に留め付けられた横胴縁に金具留め

　　 してください。

胴縁の不陸によって、モエンに影響が

でることがあります。

×不陸

確実に留め付けてください。

補助桟および断熱材

横胴縁

×

横胴縁

留付ビスが外れると、十分な留付強度が

確保できません。

４）その他の注意点

　①防水紙は、断熱材の上に防水テープなどで施工します。

　　 （気密シート・気密テープなどは断熱材各社の仕様によります。）

　②開口部まわりは防水テープによる止水処理を必ず行ってください。

　③胴縁を留め付ける際は、柱・間柱の位置を確認し、留付ビスの外れには十分注意してください。

　　 胴縁の端あき距離は１０㎜以上確保し、胴縁が割れた場合は、打ち直してください。

　　 また、断熱材部の胴縁においては、留付ビスの締め付けすぎによる胴縁の沈み込みに注意してください。

　　 （胴縁面に不陸が生じます。）

× モエン下端部の金具留め

位置が不適切。

モエン上端部の金具留め

されている胴縁の下地（補

助桟・横桟）がない。

モエン上端部の金具留め

されている胴縁の下地（補

助桟・横桟）がない。

不適切な例

モエンの上下端部どちらか片方でも有効な留め付けがなされていない施工はしないでください。

× ×

注　　意

　４－７　横胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

　⑤９０㎜幅の胴縁を施工する場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、適宜ビスを

　　 千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

　⑥サッシ上部の補助桟寸法およびビス留付間隔は、支持するモエンの長さが１０００㎜以下の場合は、

　　 横桟同等で可とします。（４５㎜幅以上の桟で、ビス留付間隔４５５（５００）㎜以下）

　　 長さが１０００㎜を超える場合は、通常の補助桟と同様の留付方法および間隔としてください。

　　 （※右図は胴縁が間柱への留め付けとなる場合）

※外張り断熱工法の施工基準に掲載されていない事項については、モエン標準施工法に準拠してください。

対応例

補助桟

横胴縁90サイズ

ビス留
付

間
隔

適宜増し打ち
横胴縁90サイズ

ビス留
付

間
隔

補助桟

1
0
0
0
以

下

1
0
0
0
超

補助桟（横桟同等） 補助桟
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外張り断熱工法
木造軸組下地

縦胴縁
＠500㎜以下

下　地 留付方法

金具

張り方向

横
16～18㎜厚品 木胴縁組1.5尺×10尺

●補助桟は５００㎜以下の間隔で、柱・間柱(軸組）または縦枠（枠組）などの構造部材に固定します。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

　 以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟部に取り付けます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、左右接合部、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上

　 を使用します。また、出隅部は、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広の胴縁を

　 使用します。

補助桟

縦胴縁

胴
縁

留
付

ビ
ス

間
隔

留付金具ＥＸ

通気土台水切
500以下

3
0
3
ま

た
は

4
5
5
以

下

500以下

※縦胴縁を継ぐ場合は原則

   として補助桟部で継ぐこと

   とし、補助桟に確実に留め

　 付けてください。

500以下
500以下

補助桟

補助桟

入隅部縦胴縁

開口部周囲胴縁90サイズ

断熱材

防水紙

モエン

１）基本構成図・下地組図

90サイズ

注　　意

追加下地

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

出隅部縦胴縁90以上

（断熱材厚によって、適宜幅広のものを使用してください。）

左右接合部縦胴縁

90サイズ

４－８　１６㎜厚品金具施工（横張り）

ＥＸ Ｓ （断熱材厚さ５０㎜）
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外張り断熱工法
木造軸組下地

縦胴縁
＠500㎜以下

下　地 留付方法

金具

張り方向

横
16～18㎜厚品 木胴縁組1.5尺×10尺

●補助桟は５００㎜以下の間隔で、柱・間柱(軸組）または縦枠（枠組）などの構造部材に固定します。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

　 以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟部に取り付けます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、左右接合部、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上

　 を使用します。また、出隅部は、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広の胴縁を

　 使用します。

補助桟

縦胴縁

胴
縁

留
付

ビ
ス

間
隔

留付金具ＥＸ

通気土台水切
500以下

3
0
3
ま

た
は

4
5
5
以

下

500以下

※縦胴縁を継ぐ場合は原則

   として補助桟部で継ぐこと

   とし、補助桟に確実に留め

　 付けてください。

500以下
500以下

補助桟

補助桟

入隅部縦胴縁

開口部周囲胴縁90サイズ

断熱材

防水紙

モエン

１）基本構成図・下地組図

90サイズ

注　　意

追加下地

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

出隅部縦胴縁90以上

（断熱材厚によって、適宜幅広のものを使用してください。）

左右接合部縦胴縁

90サイズ

４－８　１６㎜厚品金具施工（横張り）

ＥＸ Ｓ （断熱材厚さ５０㎜）

２）土台部

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●通気土台水切は必ず水平に取り付けます。

　 ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯体

　　  に取り付けます。

   ●横張り金具工法用スターターは、専用ビス（ステン

　　  下の間隔）に留め付けます。釘打ちは厳禁です。

 　●モエン下端と通気土台水切の間は、１０～１５㎜の

　　　隙間を設けます。

16～21㎜厚品
ＥＸ Ｓ

1.5尺×10尺
1.5尺×6尺

３）上下接合部

４）左右接合部

　●縦胴縁を留付ビスで躯体に留め付けます。

　●左右接合部には、ハットジョイナー１０を取り付けま

　   す。

　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、モエン用釘（ステ

      ンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）または専用ビス

　 　 （ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けま

      す。

　●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

下　地 留付方法

金具

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

1
0
～

1
5

　　　　　ニチハシーリング

留付金具ＥＸ

モエン

防水紙

ハットジョイナー１０

モエン用釘

縦胴縁90サイズ

通気土台水切

１．５尺×１０尺

10

補助桟

断熱材

　　　　専用ビス

横張り金具工法用

スターター

防水紙

両面防水テープ

留付ビス縦胴縁

モエン

胴差部

留付ビス

外張り断熱工法
木造軸組下地

　　  レスビスφ４．１㎜×３５㎜）で胴縁ごと（５００㎜以

（断熱材厚さ５０㎜）

※基礎部分については

　 各社の納まりによる

補助桟

断熱材

防水紙

留付ビス

7
5
以

上
（
※

）

   ●胴差部の補助桟は、上下の縦胴縁を留め付けるた

　　 め幅を７５㎜以上（３階建ての場合は９０㎜以上）

　　 とし、留付ビスで躯体に取り付けます。

   ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯体

      に取り付けます。

　 ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、モエン用釘（ステ

      ンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）または専用ビス

　 　 （ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けま

     す。

モエン

モエン用釘

留付金具ＥＸ

　※補助桟についてはＰ１８６をご参照ください。
縦胴縁

※３階建ての場合は

 　９０㎜以上の補助

　 桟としてください。
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５）左右接合部

　 ●縦胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

   ●四方合いじゃくり品の左右接合部には、留付金具

      ＥＸ左右接合部用を使用し、合いじゃくり部を確実

      に納め、モエン用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜

      ×３８㎜）２本または専用ビス（ステンレスビスφ４．

      １㎜×３５㎜）２本で留め付けます。

16～21㎜厚品
ＥＸ Ｓ

1.5尺×10尺
1.5尺×6尺

６）出隅部 同質出隅

   ●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、断

　    熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上の幅広のもの

       を使用し、留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●同質出隅は留付金具ＥＸ出隅用Ⅱで留め付けます。

　 ●同質出隅との取り合い部には、ハットジョイナー１０

       を取り付けます。

　 ●留付金具ＥＸを実に確実に納め、モエン用釘（ステ

      ンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）または専用ビス

　 　 （ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

７）入隅部

　●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず追加

　　 下地を入れます。

　●縦胴縁を留付ビスで躯体に留め付けてください。

　●入隅５０を取り付けた後、先行のモエンを施工し、

　　 片ハットジョイナー１０を取り付けます。

　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、モエン用釘（ステ

　　 ンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）または専用ビス

　　 （ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

　●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

　　 を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

下　地 留付方法

金具

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

モエン

防水紙

縦胴縁90サイズ

１．５尺×６尺

外張り断熱工法
木造軸組下地

留付金具ＥＸ

左右接合部用

留付ビス

10

縦胴縁90サイズ以上

防水紙

モエン

留付金具ＥＸ
留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

同質出隅

ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

モエン用釘

断熱材

※当図は120サイズ

留付ビス

防水紙

モエン用釘

断熱材

片ハットジョイナー１０

留付ビス
ニチハシーリング

入隅５０

留付金具ＥＸ

1
0縦胴縁90サイズ

追加下地

追加下地

モエン

モエン用釘（２本）

（断熱材厚さ５０㎜）
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５）左右接合部

　 ●縦胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

   ●四方合いじゃくり品の左右接合部には、留付金具

      ＥＸ左右接合部用を使用し、合いじゃくり部を確実

      に納め、モエン用釘（ステンレスリング釘φ２．３㎜

      ×３８㎜）２本または専用ビス（ステンレスビスφ４．

      １㎜×３５㎜）２本で留め付けます。

16～21㎜厚品
ＥＸ Ｓ

1.5尺×10尺
1.5尺×6尺

６）出隅部 同質出隅

   ●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、断

　    熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上の幅広のもの

       を使用し、留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●同質出隅は留付金具ＥＸ出隅用Ⅱで留め付けます。

　 ●同質出隅との取り合い部には、ハットジョイナー１０

       を取り付けます。

　 ●留付金具ＥＸを実に確実に納め、モエン用釘（ステ

      ンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）または専用ビス

　 　 （ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

７）入隅部

　●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず追加

　　 下地を入れます。

　●縦胴縁を留付ビスで躯体に留め付けてください。

　●入隅５０を取り付けた後、先行のモエンを施工し、

　　 片ハットジョイナー１０を取り付けます。

　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、モエン用釘（ステ

　　 ンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）または専用ビス

　　 （ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

　●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

　　 を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

下　地 留付方法

金具

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

モエン

防水紙

縦胴縁90サイズ

１．５尺×６尺

外張り断熱工法
木造軸組下地

留付金具ＥＸ

左右接合部用

留付ビス

10

縦胴縁90サイズ以上

防水紙

モエン

留付金具ＥＸ
留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

同質出隅

ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

モエン用釘

断熱材

※当図は120サイズ

留付ビス

防水紙

モエン用釘

断熱材

片ハットジョイナー１０

留付ビス
ニチハシーリング

入隅５０

留付金具ＥＸ

1
0縦胴縁90サイズ

追加下地

追加下地

モエン

モエン用釘（２本）

（断熱材厚さ５０㎜）

断熱材

モエン

縦胴縁90サイズ
留付金具ＥＸ

モエン用釘

サッシ留付用下地枠

留付ビス

サッシ

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

防水紙

10

両面防水テープ

８）開口部

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、

　　  防水紙を施工します。

　 ●開口部上側には、片ハットジョイナー１０を取り付け

　　  ます。

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあ

      けてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５

      ㎜×５０㎜）で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

16～21㎜厚品
ＥＸ Ｓ

1.5尺×10尺
1.5尺×6尺

　●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、

　　 防水紙を施工します。

　●縦胴縁を留付ビスで躯体に留め付けてください。

　●開口部左右には、片ハットジョイナー１０を取り付け

　　 ます。

　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、モエン用釘（ステ

     ンレスリング釘φ２．３㎜×３８㎜）または専用ビス

     （ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

　●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

     を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

下　地 留付方法

金具

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

①上側

外張り断熱工法
木造軸組下地

８）開口部

８）開口部

防水紙

モエン用釘

サッシ留付用下地枠

断熱材

留付ビス

縦胴縁

モエン

横胴縁90サイズ

スペーサー０５

2
0
～

3
5

1
0

サッシ

両面防水テープ

両面防水テープ

モエン

モエン用釘

断熱材

サッシ留付用下地枠

留付ビス

ニチハシーリング

サッシ

1
0

2
0
～

3
5

横胴縁９０サイズ

スペーサー０５

防水紙

縦胴縁

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、

　　  防水紙を施工します。

　 ●開口部下側には、片ハットジョイナー１０を取り付け

　　  ます。

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあ

      けてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５

      ㎜×５０㎜）で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

②下側

③左右側

　 ●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

（断熱材厚さ５０㎜）

片ハットジョイナー１０
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スペーサー０５

防水紙

補助桟

断熱材

留付ビス

2
0
～

3
5

1
0

※小口処理

縦胴縁

モエン用釘

スペーサー０５

モエン

断熱材

留付ビス

補助桟

両面防水テープ

オーバーハング水切

軒天材

防水紙

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

軒天材

2
0
～

3
5

1
0

モエン用釘

モエン

縦胴縁

９）軒天部

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●モエンの施工前にスペーサー０５を取り付け、通気

　　 見切縁１６(１８㎜厚以上品の場合は、通気見切縁

      ２１）を図の位置に取り付けます。

　 ●モエンは通気見切縁１６に差し込み、先孔をあけて

      からモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×

      ５０㎜）で留め付けます。

16～21㎜厚品
ＥＸ Ｓ

1.5尺×10尺
1.5尺×6尺

９）軒天部

１０）オーバーハング部

下　地 留付方法

金具

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

①通気見切縁

外張り断熱工法
木造軸組下地

②シーリング

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴縁

      下地組みは軒天工事前に施工します。

　 ●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー１０を

      取り付けます。

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあ

      けてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５

      ㎜×５０㎜）で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

　　　を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせ、両面

　　　防水テープで貼り付けます。

　 ●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます｡

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあ

　　　けてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５

　　　㎜×５０㎜）で留め付けます。

防水紙

スペーサー０５

断熱材

補助桟

留付ビス軒天材

通気見切縁１６

2
0
～

3
5

モエン用釘

モエン

通気縦胴縁

オーバーハング水切

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

（断熱材厚さ５０㎜）

通気
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スペーサー０５

防水紙

補助桟

断熱材

留付ビス

2
0
～

3
5

1
0

※小口処理

縦胴縁

モエン用釘

スペーサー０５

モエン

断熱材

留付ビス

補助桟

両面防水テープ

オーバーハング水切

軒天材

防水紙

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

軒天材

2
0
～

3
5

1
0

モエン用釘

モエン

縦胴縁

９）軒天部

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●モエンの施工前にスペーサー０５を取り付け、通気

　　 見切縁１６(１８㎜厚以上品の場合は、通気見切縁

      ２１）を図の位置に取り付けます。

　 ●モエンは通気見切縁１６に差し込み、先孔をあけて

      からモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×

      ５０㎜）で留め付けます。

16～21㎜厚品
ＥＸ Ｓ

1.5尺×10尺
1.5尺×6尺

９）軒天部

１０）オーバーハング部

下　地 留付方法

金具

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

①通気見切縁

外張り断熱工法
木造軸組下地

②シーリング

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴縁

      下地組みは軒天工事前に施工します。

　 ●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー１０を

      取り付けます。

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあ

      けてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５

      ㎜×５０㎜）で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

　　　を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●防水紙はオーバーハング水切の上にかぶせ、両面

　　　防水テープで貼り付けます。

　 ●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます｡

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあ

　　　けてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５

　　　㎜×５０㎜）で留め付けます。

防水紙

スペーサー０５

断熱材

補助桟

留付ビス軒天材

通気見切縁１６

2
0
～

3
5

モエン用釘

モエン

通気縦胴縁

オーバーハング水切

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

（断熱材厚さ５０㎜）

通気

１１）下屋根部

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯体に取り付けます。　

   ●横胴縁を縦胴縁間に、通気ができるように３０㎜の隙間を設けます。

　 ●モエン下端に１０～１５㎜の隙間を設けます｡

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあけてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×

　　　５０㎜）で留め付けます。

16～21㎜厚品
ＥＸ Ｓ

1.5尺×10尺
1.5尺×6尺

１１）下屋根部

下　地 留付方法

金具

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

①棟側

外張り断熱工法
木造軸組下地

②流れ側

縦・横胴縁は上図の様に納めます。

下
屋

根3030

横
胴

縁

横
胴

縁

縦
胴

縁

縦
胴

縁

縦
胴

縁

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

2
0
～

3
5

縦胴縁 防水紙

補助桟

断熱材

留付ビス

モエン用釘

スペーサー０５

モエン

1
0
～

1
5

雨押え

※縦胴縁間

モエン

スペーサー０５

モエン用釘

2
0
～

3
5

1
0
～

1
5

雨押え

縦胴縁

(横胴縁)

留付ビス

断熱材

補助桟

防水紙

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯体に取り付けます。　

   ●横胴縁を縦胴縁間に、通気ができるように３０㎜の隙間を設けます。

　 ●モエン下端に１０～１５㎜の隙間を設けます｡

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあけてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×

　　　５０㎜）で留め付けます。

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

※小口処理

※小口処理

（断熱材厚さ５０㎜）

両面防水テープ
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下　地 留付方法

釘

張り方向

横
14㎜厚品

Ｍ Ｗ

木胴縁組1.5尺×10尺

●補助桟は５００㎜以下の間隔で、柱・間柱（軸組）または縦枠（枠組）などの構造部材に固定します。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

 　以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟部に取り付けます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、左右接合部、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上

　 を使用します。また、出隅部は、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広の胴縁を

   使用します。

補助桟

縦胴縁

500以下
500以下

※縦胴縁を継ぐ場合は原則

   として補助桟部で継ぐこと

   とし、補助桟に確実に留め

　 付けてください。

500以下
500以下

補助桟

入隅部縦胴縁
90サイズ

胴
縁

留
付

ビ
ス

間
隔

通気土台水切

4
5
5
以

下

補助桟

開口部周囲胴縁90サイズ

断熱材

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最
小限の範囲に塗布してください。

注　　意

追加下地

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

防水紙

左右接合部縦胴縁

90サイズ

出隅部縦胴縁90以上

（断熱材厚によって、適宜幅広のものを使用してください。）

モエン

４－９　１４㎜厚品釘打ち施工（横張り） １）基本構成図・下地組図

外張り断熱工法
木造軸組下地

縦胴縁
＠500㎜以下（断熱材厚さ５０㎜）
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下　地 留付方法

釘

張り方向

横
14㎜厚品

Ｍ Ｗ

木胴縁組1.5尺×10尺

●補助桟は５００㎜以下の間隔で、柱・間柱（軸組）または縦枠（枠組）などの構造部材に固定します。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

 　以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟部に取り付けます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、左右接合部、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上

　 を使用します。また、出隅部は、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広の胴縁を

   使用します。

補助桟

縦胴縁

500以下
500以下

※縦胴縁を継ぐ場合は原則

   として補助桟部で継ぐこと

   とし、補助桟に確実に留め

　 付けてください。

500以下
500以下

補助桟

入隅部縦胴縁
90サイズ

胴
縁

留
付

ビ
ス

間
隔

通気土台水切

4
5
5
以

下

補助桟

開口部周囲胴縁90サイズ

断熱材

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最
小限の範囲に塗布してください。

注　　意

追加下地

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

防水紙

左右接合部縦胴縁

90サイズ

出隅部縦胴縁90以上

（断熱材厚によって、適宜幅広のものを使用してください。）

モエン

４－９　１４㎜厚品釘打ち施工（横張り） １）基本構成図・下地組図

外張り断熱工法
木造軸組下地

縦胴縁
＠500㎜以下（断熱材厚さ５０㎜）

３）胴差部

４）上下接合部

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

釘

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

２）土台部

●補助桟は上下の縦胴縁を留め付けるため幅

　 を７５㎜以上とし、留付ビスで躯体に取り付け

　 ます。

●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

　 躯体に取り付けます。

通気土台水切 

補助桟

モエン用釘

防水紙

断熱材

両面防水テープ

断熱材

補助桟

縦胴縁

防水紙

7
5
以

上

断熱材

モエン用釘

●縦胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

●実の乗り上げに注意して施工します。

留付ビス

縦胴縁

留付ビス

2
0
～

3
5

2
0
～

3
5

縦胴縁 防水紙

1
0
～

1
5

2
0
～

3
5

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。
●通気土台水切は補助桟に必ず水平に取り付け
　 ます。
●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう
　 躯体に取り付けます。
●モエンの下端と通気土台水切の間は、１０～
　 １５㎜の隙間を設けます｡

外張り断熱工法
木造軸組下地

モエン

モエン

モエン

留付ビス

（断熱材厚さ５０㎜）

※補助桟についてはP１８６をご参照ください。

※基礎部分については

　 各社の納まりによる
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モ
エ
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標
準
施
工
法

10

縦胴縁90サイズ

ニチハシーリング

断熱材

モエン

20～30

モエン用釘

ハットジョイナー０３

20～30

防水紙

ニチハシーリング

ハットジョイナー０３

モエン用釘

同質出隅
縦胴縁90サイズ以上

モエン

断熱材

防水紙

モエン

防水紙

断熱材

追加下地

入隅５０

モエン用釘

留付ビス

留付ビス

2
0
～

3
5

2
0
～

3
51

0

10
20～30 20～30

留付ビス

追加下地

20～35 10
片ハットジョイナー０３

６）出隅部 同質出隅

７）入隅部

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

釘

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

５）左右接合部

外張り断熱工法
木造軸組下地

縦胴縁90サイズ

●縦胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

●左右接合部には、ハットジョイナー０３を取り付けま

す。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

×４３㎜）で留め付けます。

※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるように釘打ちし

ます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

10以上 10以上

10以上

1
0
以

上

10以上

●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、   

胴縁は断熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上   

の幅広のものを使用し、留付けビスで躯体に   

取り付けます。

●同質出隅との取り合い部には、ハットジョイナー

０３を取り付けます。

●モエン本体、同質出隅はモエン用釘（ステンレ

スリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で留め付けます。

※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるように釘打

ちします。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライ   

マーを塗布し、ニチハシーリングを充填します。

●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず

追加下地を入れます｡

●縦胴縁を留付ビスで追加下地に取り付けます。

●入隅５０を取り付けた後、先行のモエンを施工し、

片ハットジョイナー０３を取り付けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

を塗布し、ニチハシーリングを充填します｡

（断熱材厚さ５０㎜）

ニチハシーリング
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10

縦胴縁90サイズ

ニチハシーリング

断熱材

モエン

20～30

モエン用釘

ハットジョイナー０３

20～30

防水紙

ニチハシーリング

ハットジョイナー０３

モエン用釘

同質出隅
縦胴縁90サイズ以上

モエン

断熱材

防水紙

モエン

防水紙

断熱材

追加下地

入隅５０

モエン用釘

留付ビス

留付ビス

2
0
～

3
5

2
0
～

3
51

0

10
20～30 20～30

留付ビス

追加下地

20～35 10
片ハットジョイナー０３

６）出隅部 同質出隅

７）入隅部

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

釘

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

５）左右接合部

外張り断熱工法
木造軸組下地

縦胴縁90サイズ

●縦胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

●左右接合部には、ハットジョイナー０３を取り付けま

す。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

×４３㎜）で留め付けます。

※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるように釘打ちし

ます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

10以上 10以上

10以上

1
0
以

上

10以上

●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、   

胴縁は断熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上   

の幅広のものを使用し、留付けビスで躯体に   

取り付けます。

●同質出隅との取り合い部には、ハットジョイナー

０３を取り付けます。

●モエン本体、同質出隅はモエン用釘（ステンレ

スリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で留め付けます。

※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるように釘打

ちします。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライ   

マーを塗布し、ニチハシーリングを充填します。

●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず

追加下地を入れます｡

●縦胴縁を留付ビスで追加下地に取り付けます。

●入隅５０を取り付けた後、先行のモエンを施工し、

片ハットジョイナー０３を取り付けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

を塗布し、ニチハシーリングを充填します｡

（断熱材厚さ５０㎜）

ニチハシーリング

防水紙

横胴縁90サイズ

モエン用釘

サッシ

縦胴縁

サッシ留付用下地枠

断熱材

両面防水テープ

ニチハシーリング

防水紙

横胴縁90サイズ

モエン用釘

サッシ

断熱材

サッシ留付用下地枠

断熱材

片ハットジョイナー０３

縦胴縁90サイズ

防水紙

モエン用釘

サッシ留付用下地枠

ニチハシーリング

サッシ

留付ビス

2
0
～

3
5

1
0

両面防水テープ

1
0

2
0
～

3
5

縦胴縁

留付ビス

留付ビス

20～3510

両面防水テープ

ニチハシーリング

片ハットジョイナー０３

片ハットジョイナー０３

８）開口部 ①上側

８）開口部 ③左右側

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

釘

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

８）開口部 ②下側

モエン

モエン

モエン

●開口部周りには、両面防水テープを必ず使用し、

　 防水紙を施工します。

●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

●サッシとの取り合い部は、片ハットジョイナー０３

　 を取り付けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

●開口部周りには、両面防水テープを必ず使用

　 し、防水紙を施工します。

●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

●サッシとの取り合い部は、片ハットジョイナー０３

　 を取り付けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

　 を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

●開口部周りには両面防水テープを必ず使用し、

　 防水紙を施工します。

●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

●サッシとの取り合い部は、片ハットジョイナー０３

　 を取り付けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

   を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

（断熱材厚さ５０㎜）
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９）軒天部 ①シーリング

９）軒天部 ②通気見切縁

１０）オーバーハング部 オーバーハング水切（鋼板製）

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

釘

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

片ハットジョイナー０３

モエン用釘

防水紙

ニチハシーリング

軒天材

補助桟

断熱材

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯

   体に取り付けます。

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴

   縁下地組みは軒天工事に先行して施工します。

●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー０３

   を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

防水紙

補助桟

断熱材
●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●通気見切縁１６を図のように納めます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

補助桟

2
0
～

3
5

1
0

両面防水テープ 軒天材

断熱材

防水紙
●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●防水紙がオーバーハング水切の上端に

   かぶさるよう施工します。

●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

2
0
～

3
5

1
0

縦胴縁

通気見切縁１６

軒天材

2
0
～

3
5

モエン用釘

通気

留付ビス縦胴縁

モエン用釘

オーバーハング水切

外張り断熱工法
木造軸組下地

※小口処理

モエン

モエン

モエン

（断熱材厚さ５０㎜）

通気

留付ビス

留付ビス
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９）軒天部 ①シーリング

９）軒天部 ②通気見切縁

１０）オーバーハング部 オーバーハング水切（鋼板製）

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

釘

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

片ハットジョイナー０３

モエン用釘

防水紙

ニチハシーリング

軒天材

補助桟

断熱材

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯

   体に取り付けます。

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴

   縁下地組みは軒天工事に先行して施工します。

●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー０３

   を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

防水紙

補助桟

断熱材
●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●通気見切縁１６を図のように納めます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

補助桟

2
0
～

3
5

1
0

両面防水テープ 軒天材

断熱材

防水紙
●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●縦胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●防水紙がオーバーハング水切の上端に

   かぶさるよう施工します。

●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

2
0
～

3
5

1
0

縦胴縁

通気見切縁１６

軒天材

2
0
～

3
5

モエン用釘

通気

留付ビス縦胴縁

モエン用釘

オーバーハング水切

外張り断熱工法
木造軸組下地

※小口処理

モエン

モエン

モエン

（断熱材厚さ５０㎜）

通気

留付ビス

留付ビス

モエン用釘

モエン

雨押え

縦胴縁

断熱材

両面防水テープ

補助桟

防水紙

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯体に取り付けます。

●横胴縁を縦胴縁間に、通気ができるように３０㎜の隙間を設けて取り付けます。

●モエンと雨押えの間に１０～１５㎜の隙間を設け、モエン用釘で留め付けます。

※縦胴縁間

縦胴縁

(横胴縁)

断熱材

防水紙

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯体に取り付けます。

●横胴縁を縦胴縁間に、通気ができるように３０㎜の隙間を設けて取り付けます。

●モエンと雨押えの間に１０～１５㎜の隙間を設け、モエン用釘で留め付けます。

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

留付ビス

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

留付ビス

モエン用釘

雨押え

縦・横胴縁は上図の様に納めます

横
胴

縁

30 30

横
胴

縁
下

屋
根

縦
胴

縁

縦
胴

縁

縦
胴

縁

※小口処理

2
0
～

3
5

1
0
～

1
5

※小口処理

2
0
～

3
5

1
0
～

1
5

補助桟

１１）下屋根部 ①棟側

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

１１）下屋根部 ②流れ側

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

釘

張り方向

横

木胴縁組

縦胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

モエン

（断熱材厚さ５０㎜）
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下　地 留付方法

金具

張り方向

縦
16㎜厚品

ＥＸ

木胴縁組1.5尺×10尺

●補助桟は「モエンの下端部」（土台部、下屋根部など）・「モエンの上下接合部」（胴差部・妻壁部など）・

　 「開口上部」に、横桟は「モエンの上端部」(軒部など)・「開口下部」に留付ビスで取り付けます。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

　 以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟・横桟部に取り付け

　 ます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、上下接合部、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上

　 を使用します。また、出隅部においては、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広

　 の胴縁を使用します。

●横胴縁は、必ず通気ができるように２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設けます。

　 また、開口部まわりの横胴縁は３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

補助桟（土台部）

入隅部縦胴縁
90サイズ

 上下接合部横胴縁

通気土台水切

縦張り金具工法用

留付金具

90サイズ×2

土台部横胴縁90サイズ

補助桟（上下接合部）

500以下
500以下

断熱材

開口部周囲胴縁90サイズ

防水紙

縦張り金具工法用スターター

横胴縁
2000以下

横桟（軒部の場合）

補助桟（妻壁など、上下接合部の場合）

横胴縁90サイズ

500以下

500以下

モエン

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラーを十
分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専用補修液
を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布してください。

注　　意

出隅部縦胴縁90サイズ以上

（断熱材厚によって、適宜幅広

のものを使用してください。）

縦張り金具工法用

スターター

中間水切

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

４－１０　１６㎜厚品金具施工（縦張り）

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁
＠500㎜以下

30

30 30

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最
小限の範囲に塗布してください。

１）基本構成図・下地組図

（断熱材厚さ５０㎜）
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下　地 留付方法

金具

張り方向

縦
16㎜厚品

ＥＸ

木胴縁組1.5尺×10尺

●補助桟は「モエンの下端部」（土台部、下屋根部など）・「モエンの上下接合部」（胴差部・妻壁部など）・

　 「開口上部」に、横桟は「モエンの上端部」(軒部など)・「開口下部」に留付ビスで取り付けます。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

　 以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟・横桟部に取り付け

　 ます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、上下接合部、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上

　 を使用します。また、出隅部においては、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広

　 の胴縁を使用します。

●横胴縁は、必ず通気ができるように２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設けます。

　 また、開口部まわりの横胴縁は３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

補助桟（土台部）

入隅部縦胴縁
90サイズ

 上下接合部横胴縁

通気土台水切

縦張り金具工法用

留付金具

90サイズ×2

土台部横胴縁90サイズ

補助桟（上下接合部）

500以下
500以下

断熱材

開口部周囲胴縁90サイズ

防水紙

縦張り金具工法用スターター

横胴縁
2000以下

横桟（軒部の場合）

補助桟（妻壁など、上下接合部の場合）

横胴縁90サイズ

500以下

500以下

モエン

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラーを十
分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専用補修液
を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布してください。

注　　意

出隅部縦胴縁90サイズ以上

（断熱材厚によって、適宜幅広

のものを使用してください。）

縦張り金具工法用

スターター

中間水切

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

４－１０　１６㎜厚品金具施工（縦張り）

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁
＠500㎜以下

30

30 30

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最
小限の範囲に塗布してください。

１）基本構成図・下地組図

（断熱材厚さ５０㎜）

補助桟

断熱材

防水紙

留付ビス

9
0
以

上

２）土台部

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯

      体に取り付けます。

　 ●通気土台水切は、土台に５００㎜以下の間隔でモ

    　エン用釘などを用いて水平に留め付けます。

　 ●縦張り金具工法用スターターは専用ビス（ステンレ

　　　隔で水平に留め付けます。釘打ちは厳禁です。

また、縦張り金具工法用スターターは土台部の横

      胴縁下端より６㎜以上下げないでください。

　 ●モエンは縦張り金具工法用スターターのすぐ上の

　　　位置で留付金具ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステ

　　　ンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

　 ●モエン下端と通気土台水切の間は、１０～１５㎜の

　　　隙間を設けます。

３）上下接合部

   ●胴差部の補助桟は、上下の横胴縁を留め付け

　　　るため幅を９０㎜以上とし、留付ビスで躯体に取

　　　り付けます。

   ●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯

      体に取り付けます。

　 ●中間水切２３Ｅは横胴縁に５００㎜以下の間隔で

      水平に留め付けます。

　 ●縦張り金具工法用スターターは専用ビス（ステ

       ンレスビスφ４．１㎜×３５㎜)を用い、胴縁に

      ２５０㎜間隔で水平に留め付けます。

　　　釘打ちは厳禁です。

　 ●上段のモエンは縦張り金具工法用スターターの

      すぐ上の位置で留付金具ＥＸを確実に納め、専

      用ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留

      め付けます。

モエン

胴差部

16㎜厚品
ＥＸ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

金具

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

縦張り金具工法用

［シングル留め］

［ダブル留め］

スターター

※小口処理

中間水切２３Ｅ

留付金具ＥＸ

横胴縁90サイズ

ニチハシーリング

1
0

専用ビス

専用ビス

横桟（45以上）

補助桟

防水紙

留付ビス

9
0
以

上

モエン

縦張り金具工法用

スターター

※小口処理

中間水切２３Ｅ

留付金具ＥＸ

横胴縁90サイズ

ニチハシーリング

1
0

専用ビス

専用ビス

断熱材

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

    　スビスφ４．１㎜×３５㎜)を用い、胴縁に２５０㎜間

※補助桟・横桟については、P１９０をご参照ください。

胴差

（断熱材厚さ５０㎜）

通気土台水切

断熱材
防水紙

両面防水テープ

留付ビス

1
0
～

1
5

モエン

※小口処理

留付金具ＥＸ

縦張り金具工法用

スターター

　　　　専用ビス

補助桟

※基礎部分については

　 各社の納まりによる

横胴縁90サイズ

6
未

満
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４）左右接合部

　 ●横胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

   ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステン

      レスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

５）出隅部 同質出隅

   ●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、断

　    熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上の幅広のもの

       を使用し、留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●モエン本体、長尺出隅（１０尺出隅）はスペーサー

      ０５Ｔを取り付けた後、先孔をあけてからモエン用釘

　 　 （ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付

      けます。
　　　※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるよう釘打ちし
　　　ます。

　 ●長尺出隅（１０尺出隅）との取り合い部には、ハット

      ジョイナー０５を取り付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

６）入隅部

　●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず追加

　　 下地を入れます。

　●胴縁を留付ビスで躯体に留め付けてください。

　●入隅５０・スペーサー０５Ｔを取り付け、先行のモエン

     を施工し、片ハットジョイナー０５を取り付けます。

　●モエンは先孔をあけてからモエン用釘（ステンレスリン

     グ釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

　●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマーを

     塗布し、ニチハシーリングを充填します。

モエン

防水紙
横胴縁

留付ビス

①１．５尺×１０尺

留付ビス

断熱材

追加下地

追加下地

16㎜厚品
ＥＸ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

金具

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

専用ビス

留付金具ＥＸ

スペーサー０５Ｔ

縦胴縁90サイズ

横胴縁

1
0

2
0
～

3
0
※

2
0
～

3
0
※

10
20～30※20～30※

ニチハシーリング

モエン用釘

3
0

モエン

30
10以上

1
0
以

上
10以上

ハットジョイナー０５

防水紙
断熱材

10

ニチハシーリング

モエン

モエン用釘
20～35

入隅５０

横胴縁

片ハットジョイナー０５

スペーサー０５Ｔ

防水紙

（断熱材厚さ５０㎜）

長尺出隅（１０尺出隅）

留付ビス

1
0
以

上

30

3
0
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４）左右接合部

　 ●横胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

   ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステン

      レスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

５）出隅部 同質出隅

   ●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、断

　    熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上の幅広のもの

       を使用し、留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●モエン本体、長尺出隅（１０尺出隅）はスペーサー

      ０５Ｔを取り付けた後、先孔をあけてからモエン用釘

　 　 （ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付

      けます。
　　　※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるよう釘打ちし
　　　ます。

　 ●長尺出隅（１０尺出隅）との取り合い部には、ハット

      ジョイナー０５を取り付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

６）入隅部

　●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず追加

　　 下地を入れます。

　●胴縁を留付ビスで躯体に留め付けてください。

　●入隅５０・スペーサー０５Ｔを取り付け、先行のモエン

     を施工し、片ハットジョイナー０５を取り付けます。

　●モエンは先孔をあけてからモエン用釘（ステンレスリン

     グ釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

　●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマーを

     塗布し、ニチハシーリングを充填します。

モエン

防水紙
横胴縁

留付ビス

①１．５尺×１０尺

留付ビス

断熱材

追加下地

追加下地

16㎜厚品
ＥＸ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

金具

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

専用ビス

留付金具ＥＸ

スペーサー０５Ｔ

縦胴縁90サイズ

横胴縁

1
0

2
0
～

3
0
※

2
0
～

3
0
※

10
20～30※20～30※

ニチハシーリング

モエン用釘

3
0

モエン

30
10以上

1
0
以

上

10以上

ハットジョイナー０５

防水紙
断熱材

10

ニチハシーリング

モエン

モエン用釘
20～35

入隅５０

横胴縁

片ハットジョイナー０５

スペーサー０５Ｔ

防水紙

（断熱材厚さ５０㎜）

長尺出隅（１０尺出隅）

留付ビス

1
0
以

上

30

3
0

断熱材

縦桟

留付ビス

サッシ

ニチハシーリング

防水紙

両面防水テープ

35程度

スペーサー０５T

モエン

片ハットジョイナー１０

10モエン用釘

縦胴縁90サイズ

８）開口部

　 ●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、

　　  防水紙を施工します。

　 ●開口部上側には、片ハットジョイナー１０を取り付け

　　  ます。

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあ

      けてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５

      ㎜×５０㎜）で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

      を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

　●胴縁を留付ビスで躯体に留め付けてください。

　●開口部左右は、片ハットジョイナー１０を取り付け、

      スペーサー０５Ｔを取り付けた後、先孔をあけてから

　 　モエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）

      で留め付けます。

　 ●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

　　　を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

①上側

８）開口部

８）開口部

防水紙

モエン用釘

補助桟

断熱材

留付ビス

モエン

横胴縁90サイズ

スペーサー０５

2
0
～

3
5

1
0

サッシ

両面防水テープ

両面防水テープ

モエン

断熱材

横桟

留付ビス

ニチハシーリング

サッシ

1
0

横胴縁90サイズ

防水紙

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

片ハットジョイナー１０

16㎜厚品
ＥＸ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

金具

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

②下側

③左右側

留付金具ＥＸ

専用ビス

（断熱材厚さ５０㎜）

横胴縁

●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

●開口部まわりには両面防水テープを必ず使用し、

防水紙を施工します。

●開口部下側には、片ハットジョイナー１０を取り付け

実に留付金具ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステンレ

スビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

30
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防水紙

横桟

断熱材

留付ビス

断熱材

留付ビス

防水紙

９）軒天部

９）軒天部

１０）オーバーハング部

①通気見切縁

②シーリング

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます｡

　 ●縦張り金具工法用スターターを胴縁に専用ビス（ス

      テンレスビスφ４．１㎜×３５㎜)を用いて２５０㎜間

      隔で水平に留め付けます。釘打ちは厳禁です。

　　　また、縦張り金具工法用スターターは横胴縁下端

　　　より６㎜以上下げないでください。

   ●モエンは縦張り金具工法用スターターのすぐ上の

      位置で留付金具ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステ

      ンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

防水紙

断熱材

横桟

留付ビス軒天材

オーバーハング水切

16㎜厚品
ＥＸ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

金具

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁90サイズ

留付金具ＥＸ

通気

通気見切縁１６

留付金具ＥＸ

モエン

軒天材

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

通気

専用ビス

（※）

※通気がとれるよう、隙間を設けて施工してください。

1
0

モエン

スペーサー０５

専用ビス

専用ビス

モエン

補助桟 軒天材

留付金具ＥＸ

専用ビス

6
未

満

1
0

※小口処理

オーバーハング水切 縦張り金具工法用スターター

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

（断熱材厚さ５０㎜）

●横桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで横桟から外れないように躯体

に取り付けます。

●モエンの施工前にスペーサー０５を取り付け、通気

　見切縁１６を図の位置に取り付けます。

●モエンは通気見切縁１６に差し込み、実に留付金具

ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステンレスビスφ４．１

㎜×３５㎜）で留め付けます。

●横桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで横桟から外れないように躯体

に取り付けます。

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴縁

下地組みは軒天工事前に施工します。

●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー１０を

取り付け、実に留付金具ＥＸを確実に納め、専用

ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付け

ます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

を塗布し、ニチハシーリングを充填します。
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防水紙

横桟

断熱材

留付ビス

断熱材

留付ビス

防水紙

９）軒天部

９）軒天部

１０）オーバーハング部

①通気見切縁

②シーリング

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

　 ●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます｡

　 ●縦張り金具工法用スターターを胴縁に専用ビス（ス

      テンレスビスφ４．１㎜×３５㎜)を用いて２５０㎜間

      隔で水平に留め付けます。釘打ちは厳禁です。

　　　また、縦張り金具工法用スターターは横胴縁下端

　　　より６㎜以上下げないでください。

   ●モエンは縦張り金具工法用スターターのすぐ上の

      位置で留付金具ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステ

      ンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

防水紙

断熱材

横桟

留付ビス軒天材

オーバーハング水切

16㎜厚品
ＥＸ

1.5尺×10尺 下　地 留付方法

金具

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁90サイズ

留付金具ＥＸ

通気

通気見切縁１６

留付金具ＥＸ

モエン

軒天材

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

通気

専用ビス

（※）

※通気がとれるよう、隙間を設けて施工してください。

1
0

モエン

スペーサー０５

専用ビス

専用ビス

モエン

補助桟 軒天材

留付金具ＥＸ

専用ビス

6
未

満

1
0

※小口処理

オーバーハング水切 縦張り金具工法用スターター

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

（断熱材厚さ５０㎜）

●横桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで横桟から外れないように躯体

に取り付けます。

●モエンの施工前にスペーサー０５を取り付け、通気

　見切縁１６を図の位置に取り付けます。

●モエンは通気見切縁１６に差し込み、実に留付金具

ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステンレスビスφ４．１

㎜×３５㎜）で留め付けます。

●横桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで横桟から外れないように躯体

に取り付けます。

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴縁

下地組みは軒天工事前に施工します。

●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー１０を

取り付け、実に留付金具ＥＸを確実に納め、専用

ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付け

ます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

１１）下屋根部

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯　

　　  体に取り付けます。

   ●横胴縁は通気ができるように３０㎜以上の隙間を

      設けます。

   ●縦張り金具工法用スターターは専用ビス（ステンレ

　　　スビスφ４．１㎜×３５㎜)を用いて胴縁に２５０㎜間

　　　隔で水平に留め付けます。釘打ちは厳禁です。

　　　また、縦張り金具工法用スターターは横胴縁下端

　　　より６㎜以上、下げないでください。

　 ●モエンは縦張り金具工法用スターターのすぐ上の

　　　位置で留付金具ＥＸを確実に納め、専用ビス（ステ

　　　ンレスビスφ４．１㎜×３５㎜）で留め付けます。

　 ●モエン下端に１０〜１５㎜の隙間を設けます。

　 　 注）縦張り金具工法用スターターを使用しない場合

      は、モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔

      をあけてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．

      ７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

16㎜厚品
ＥＸ

1.5尺×10尺

１１）下屋根部

下　地 留付方法

金具

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

①棟側

外張り断熱工法
木造軸組下地

②流れ側

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

防水紙

補助桟

断熱材

留付ビス

モエン

1
0
～

1
5

雨押え

モエン

スペーサー０５

モエン用釘

2
0
～

3
5

1
0
～

1
5 雨押え

横胴縁

留付ビス

断熱材

補助桟

防水紙

　 ●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

　 ●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないように躯体に取り付けます。　

   ●横胴縁は通気ができるように３０㎜以上の隙間を設けます。

　 ●モエン下端に１０～１５㎜の隙間を設けます｡

　 ●モエンはスペーサー０５を取り付けた後、先孔をあけてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×

　　　５０㎜）で留め付けます。

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

注）縦張り金具工法用スターターを

     使用しない場合

留付金具ＥＸ

横胴縁90サイズ

※小口処理

専用ビス

6
未

満

専用ビス

縦張り金具工法用スターター

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

（断熱材厚さ５０㎜）

※小口処理
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下　地 留付方法

釘

張り方向

縦
14㎜厚品

Ｍ Ｗ

木胴縁組3尺×10尺

●補助桟は「モエンの下端部」（土台部、下屋根部など）・「モエンの上下接合部」（胴差部・妻壁部など）・

　 「開口周囲」・「モエンの上端部」(軒部など)に留付ビスで取り付けます。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

　 以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟部に取り付けます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上を使用します。

　 また、出隅部においては、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広の胴縁を使用

　 します。

●横胴縁は、必ず通気ができるように２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設けます。

　 また、開口部まわりの横胴縁は３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

補助桟（土台部）

入隅部縦胴縁
90サイズ

 上下接合部横胴縁

通気土台水切

45以上×2

土台部横胴縁

補助桟（上下接合部）

500以下
500以下

断熱材

開口部周囲胴縁90サイズ

防水紙

中間水切

横胴縁

横桟（軒部の場合）

補助桟（妻壁など、上下接合部の場合）

横胴縁90サイズ

500以下

500以下

モエン

小口処理 釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最
小限の範囲に塗布してください。

2000以下

30

30

幅方向釘５本留め

注　　意

出隅部縦胴縁90サイズ以上

（断熱材厚によって、適宜幅広

のものを使用してください。）

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

４－１１　１４㎜厚品釘打ち施工（縦張り） １）基本構成図・下地組図

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁
＠500㎜以下

30

モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラーを

十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専用補

修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

（断熱材厚さ５０㎜）
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下　地 留付方法

釘

張り方向

縦
14㎜厚品

Ｍ Ｗ

木胴縁組3尺×10尺

●補助桟は「モエンの下端部」（土台部、下屋根部など）・「モエンの上下接合部」（胴差部・妻壁部など）・

　 「開口周囲」・「モエンの上端部」(軒部など)に留付ビスで取り付けます。

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●下地組みは図のように木胴縁を組み、スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜

　 以上の乾燥材を使用し、断熱材の厚みにあわせた留付ビスで確実に躯体および補助桟部に取り付けます。

●木胴縁の幅は４５㎜以上を基本とし、出入隅部、開口部まわりなどの指定箇所には９０㎜以上を使用します。

　 また、出隅部においては、下地に確実に留め付けられるよう、断熱材の厚みにより適宜幅広の胴縁を使用

　 します。

●横胴縁は、必ず通気ができるように２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設けます。

　 また、開口部まわりの横胴縁は３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

補助桟（土台部）

入隅部縦胴縁
90サイズ

 上下接合部横胴縁

通気土台水切

45以上×2

土台部横胴縁

補助桟（上下接合部）

500以下
500以下

断熱材

開口部周囲胴縁90サイズ

防水紙

中間水切

横胴縁

横桟（軒部の場合）

補助桟（妻壁など、上下接合部の場合）

横胴縁90サイズ

500以下

500以下

モエン

小口処理 釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最
小限の範囲に塗布してください。

2000以下

30

30

幅方向釘５本留め

注　　意

出隅部縦胴縁90サイズ以上

（断熱材厚によって、適宜幅広

のものを使用してください。）

９０㎜幅の胴縁を留め付ける場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、

適宜ビスを千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

４－１１　１４㎜厚品釘打ち施工（縦張り） １）基本構成図・下地組図

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁
＠500㎜以下

30

モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラーを

十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専用補

修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

（断熱材厚さ５０㎜）

３）胴差部

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺
3尺×10尺

下　地 留付方法

釘

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

２）土台部

通気土台水切 

補助桟

モエン

モエン用釘

防水紙

断熱材

断熱材

補助桟

モエン

防水紙

9
0
以

上

留付ビス
横胴縁

留付ビス

1
0
～

1
5

2
0
～

3
5

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。
●通気土台水切は補助桟に必ず水平に取り付け
　 ます。
●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう
　 躯体に取り付けます。
●モエンの下端と通気土台水切の間は、
　 １０～１５㎜の隙間を設けます｡

外張り断熱工法
木造軸組下地

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

※小口処理

2
0
～

3
0
※

1
0 2
0
～

3
0
※

中間水切１８

※小口処理

横胴縁

断熱材
モエン

防水紙

留付ビス

2
0
～

3
0
※

1
0 2
0
～

3
0
※

中間水切１８

※小口処理

横胴縁

補助桟

（断熱材厚×1.5倍以上）

胴差などの横架材 または 柱・間柱

留付ビス

補助桟

（断熱材厚×1.5倍以上）

ニチハシーリング

ニチハシーリング

●胴差部の補助桟は上下の横胴縁を留め付け

るため幅を９０㎜以上とし、留付ビスで躯体に

取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう　 

躯体に取り付けます。

※横胴縁の端あきが１０㎜以上になるように釘打

ちします。

※縦張り釘打ち用補助部材を使用する場合は、

モエン用釘を用いて２５０㎜以下の間隔で取り

付けます。

また、補助部材はモエンの荷重を長期的に負

担する設計ではないので、モエンの下端は所

定の釘打ちが必要です。

（断熱材厚さ５０㎜）

※補助桟・横桟についてはP１９０をご参照ください。

［シングル留め］



216

外
張
り

断
熱
工
法

納
ま
り
詳
細
図

木
造

納
ま
り
詳
細
図

鉄
骨
造

ア
ウ
テ
ィ

軒
天

参
考
資
料

モ
エ
ン

標
準
施
工
法

５）出隅部 同質出隅

６）入隅部

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺
3尺×10尺

下　地 留付方法

釘

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

４）左右接合部

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁

断熱材

モエン
20～35

モエン用釘
20～35

防水紙

ニチハシーリング

ハットジョイナー０３

モエン用釘

長尺出隅（１０尺出隅）
縦胴縁90サイズ以上

モエン

断熱材

防水紙

モエン

縦胴縁90サイズ

防水紙

断熱材

追加下地

入隅５０

ニチハシーリング

モエン用釘

●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず

   追加下地を入れます｡

●胴縁を留付ビスで追加下地に取り付けます。

●入隅５０を取り付けた後、片ハットジョイナー０３

   を用い、図のように１０㎜程度の隙間を設けて

   施工します｡

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５

　 ㎜×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライ

 　マーを塗布し、ニチハシーリングを充填します｡

留付ビス

2
0
～

3
0
※

2
0
～

3
0
※

1
0

10
20～30※

留付ビス

追加下地

●横胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

●実の乗り上げに注意して施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５

　 ㎜×４３㎜）で留め付けます。

20～35 10
片ハットジョイナー０３

30

3
0

10以上

1
0
以

上

横胴縁

20～30※

横胴縁

留付ビス

●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、   

胴縁は断熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上   

の幅広のものを使用し、留付ビスで躯体に

取り付けます。

●同質出隅との取り合い部には、必ずハットジョ   

イナー０３を用い、１０㎜程度の隙間を設けて   

施工します。

※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるように釘

打ちします。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５

　 ㎜×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライ   

マーを塗布し、ニチハシーリングを充填します。

（断熱材厚さ５０㎜）
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５）出隅部 同質出隅

６）入隅部

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺
3尺×10尺

下　地 留付方法

釘

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

４）左右接合部

外張り断熱工法
木造軸組下地

横胴縁

断熱材

モエン
20～35

モエン用釘
20～35

防水紙

ニチハシーリング

ハットジョイナー０３

モエン用釘

長尺出隅（１０尺出隅）
縦胴縁90サイズ以上

モエン

断熱材

防水紙

モエン

縦胴縁90サイズ

防水紙

断熱材

追加下地

入隅５０

ニチハシーリング

モエン用釘

●入隅部は、胴縁の留め付け下地として、必ず

   追加下地を入れます｡

●胴縁を留付ビスで追加下地に取り付けます。

●入隅５０を取り付けた後、片ハットジョイナー０３

   を用い、図のように１０㎜程度の隙間を設けて

   施工します｡

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５

　 ㎜×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライ

 　マーを塗布し、ニチハシーリングを充填します｡

留付ビス

2
0
～

3
0
※

2
0
～

3
0
※

1
0

10
20～30※

留付ビス

追加下地

●横胴縁を留付ビスで躯体に取り付けます。

●実の乗り上げに注意して施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５

　 ㎜×４３㎜）で留め付けます。

20～35 10
片ハットジョイナー０３

30

3
0

10以上

1
0
以

上

横胴縁

20～30※

横胴縁

留付ビス

●縦胴縁は下地躯体に確実に留め付けるため、   

胴縁は断熱材厚に応じて適宜９０サイズ以上   

の幅広のものを使用し、留付ビスで躯体に

取り付けます。

●同質出隅との取り合い部には、必ずハットジョ   

イナー０３を用い、１０㎜程度の隙間を設けて   

施工します。

※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるように釘

打ちします。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５

　 ㎜×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライ   

マーを塗布し、ニチハシーリングを充填します。

（断熱材厚さ５０㎜）

防水紙

モエン

横胴縁90サイズ

モエン用釘

サッシ 補助桟

断熱材

両面防水テープ

ニチハシーリング

防水紙

モエン

横胴縁90サイズ

モエン用釘

サッシ

断熱材

補助桟

●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

●開口部周りには、両面防水テープを必ず使用

　 し、防水紙を施工します。

モエン

断熱材

片ハットジョイナー０３

縦胴縁90サイズ

防水紙

モエン用釘

補助桟

ニチハシーリング

サッシ

●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。

●開口部周りには両面防水テープを必ず使用し、

   防水紙を施工します。

●サッシとの取り合い部は、片ハットジョイナー０３

   を用い、１０㎜程度隙間を設けて施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

   を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

●サッシとの取り合い部は、片ハットジョイナー０３

   を用い、１０㎜程度隙間を設けて施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

   を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

●サッシとの取り合い部は、片ハットジョイナー０３

   を用い、１０㎜程度隙間を設けて施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

●マスキングテープで養生後、小口に専用プライマー

   を塗布し、ニチハシーリングを充填します。

留付ビス

2
0
～

3
5

1
0

両面防水テープ

ニチハシーリング

片ハットジョイナー０３

1
0

2
0
～

3
5

留付ビス

留付ビス

20～3510

両面防水テープ

●胴縁は留付ビスで躯体に取り付けます。
●開口部周りには、両面防水テープを必ず使用し、
   防水紙を施工します。

片ハットジョイナー０３

７）開口部 ①上側

７）開口部 ③左右側

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺
3尺×10尺

下　地 留付方法

釘

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地

７）開口部 ②下側

（断熱材厚さ５０㎜）

横胴縁
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８）軒天部 ①シーリング

８）軒天部 ②通気見切縁

９）オーバーハング部 オーバーハング水切（鋼板製）

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺
3尺×10尺

下　地 留付方法

釘

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

片ハットジョイナー０３

モエン用釘

防水紙

ニチハシーリング

軒天材

補助桟

断熱材

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯

   体に取り付けます。

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴

   縁下地組みは軒天工事に先行して施工します。

●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー０３

   を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

防水紙

補助桟

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●通気見切縁１６を図のように納めます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

補助桟

2
0
～

3
5

1
0

軒天材

断熱材

防水紙
●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●防水紙がオーバーハング水切の上端に

   かぶさるよう施工します。

●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

2
0
～

3
5

通気見切縁１６

軒天材

2
0
～

3
5

モエン用釘

モエン

通気

留付ビス

モエン

横胴縁

モエン用釘

オーバーハング水切

外張り断熱工法
木造軸組下地

※小口処理

通気

横胴縁90サイズ

モエン

横胴縁90サイズ

留付ビス

（断熱材厚さ５０㎜）

留付ビス
（※）

※通気がとれるよう、隙間を設けて施工してください。

断熱材
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８）軒天部 ①シーリング

８）軒天部 ②通気見切縁

９）オーバーハング部 オーバーハング水切（鋼板製）

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺
3尺×10尺

下　地 留付方法

釘

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

片ハットジョイナー０３

モエン用釘

防水紙

ニチハシーリング

軒天材

補助桟

断熱材

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯

   体に取り付けます。

●通気が小屋裏へ抜けるように、防水紙張りと胴

   縁下地組みは軒天工事に先行して施工します。

●軒天材との取り合い部は、片ハットジョイナー０３

   を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

防水紙

補助桟

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●通気見切縁１６を図のように納めます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

補助桟

2
0
～

3
5

1
0

軒天材

断熱材

防水紙
●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう

   躯体に取り付けます。

●防水紙がオーバーハング水切の上端に

   かぶさるよう施工します。

●モエン下端に１０㎜の隙間を設けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜

　 ×４３㎜）で留め付けます。

2
0
～

3
5

通気見切縁１６

軒天材

2
0
～

3
5

モエン用釘

モエン

通気

留付ビス

モエン

横胴縁

モエン用釘

オーバーハング水切

外張り断熱工法
木造軸組下地

※小口処理

通気

横胴縁90サイズ

モエン

横胴縁90サイズ

留付ビス

（断熱材厚さ５０㎜）

留付ビス
（※）

※通気がとれるよう、隙間を設けて施工してください。

断熱材

横胴縁

モエン用釘

モエン

雨押え

断熱材

補助桟

防水紙

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯体に取り付けます。

●横胴縁は通気ができるように３０㎜以上の隙間を設けます。

●モエンと雨押えの間に１０～１５㎜の隙間を設け、モエン用釘で留め付けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で留め付けます。

横胴縁

断熱材

防水紙

●補助桟を留付ビスで躯体に取り付けます。

●横胴縁を留付ビスで補助桟から外れないよう躯体に取り付けます。

●横胴縁は通気ができるように３０㎜以上の隙間を設けます。

●モエンと雨押えの間に１０～１５㎜の隙間を設け、モエン用釘で留め付けます。

●モエンはモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４３㎜）で留め付けます。

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

留付ビス

※下屋根取り合い部分につ

　 いては各社の納まりによる

留付ビス

モエン

モエン用釘

雨押え

※小口処理

2
0
～

3
5

1
0
～

1
5

※小口処理

2
0
～

3
5

1
0
～

1
5

補助桟

１０）下屋根部 ①棟側

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラー

を十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専

用補修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。

釘頭 釘頭の補修は目立つ箇所のみとし、専用補修液を使用し、必要最

小限の範囲に塗布します。

１０）下屋根部 ②流れ側

14㎜厚品
Ｍ Ｗ

1.5尺×10尺
3尺×10尺

下　地 留付方法

釘

張り方向

縦

木胴縁組

横胴縁
＠500㎜以下

外張り断熱工法
木造軸組下地（断熱材厚さ５０㎜）
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